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つに表情（facial expression）があげられる（e.g., Mayer, DiPaolo, & Sa-
lovey, 1990 ; Montagne, van Honk, Kessels, Frigerio, Burt, van Zandvoort,
Perrett, & de Haan, 2005）。表情は人類に普遍的であり，多くの表情は幸
福・悲しみ・怒り・驚き・嫌悪・恐れの 6つの基本感情を表出する表情の組
み合わせによって説明できると考えられている（Ekman & Friesen, 1975）。




Hoffman, & Gobbini（2000）は，Bruce & Young のモデルを神経科学的な
立場から検証し，顔の認知神経科学的モデルを提案した。このモデルは，コア
システム（core system）と拡張システム（extended system）の 2つから構


















解には個人差が存在することも報告されている（e.g., Rosenthal, Hall, Di-
Matteo, Rogers, & Archer, 1979）。この個人差は，表情を読み取る側の感情
状態や性格特性の違いに起因することが示されており（e.g., Ashwin, Wheel-
wright, & Baron-Cohen, 2006 ; Fox, Mathews, Calder, & Yiend, 2007 ;
Sato, Yoshikawa, Kochiyama, & Matsumura, 2004），その中でも共感特性
（trait empathy）は表情理解の個人差と最も関連のある要因の 1つであると






































いる（e.g., Cowan, Vanman, & Nielsen, 2014；井藤・中根，2012 ; Jabbi,




い事象関連脳電位（event-related brain potential : ERP）を用いることが有
用である。ERP とは特定の事象によって引き起こされる，脳が示す電位変動
の頭皮上からの記録であり，複数の陽性波と陰性波で構成されている。表情認
知研究で用いられる ERP に N170, P300，後期陽性電位（late positive po-








電位である（e.g., Bradley, Hamby, Löw, & Lang, 2007 ; Cuthbert et al.,
2000 ; Olofsson & Polich, 2007 ; Olofsson, Nordin, Sequeira, & Polich,
2008）。表情処理に関する研究においては，顔に含まれる情動的な情報に対す
る注意を P300や LPP が反映すると考えられている（e.g., Ashley, Vuilleu-
mier, & Swick, 2004）。
共感特性が表情の読み取りに与える影響についても ERP を用いて検討され
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顔・笑顔・悲しみ顔に対する N170や LPP の振幅が低群のそれらに対する振
幅より大きいという結果が得られた。また，共感高群では真顔より笑顔や悲し














する（e.g., Courchesne, Hillyard, & Galambos, 1975 ; Friedman, Simpson,





可能性が示唆された。一方で，共感高群では真顔に対して Pz 優位の P3，笑





される（Courchesne et al., 1975 ; Friedman et al., 1993 ; Squires et al.,
1975）。したがって，共感高群では高頻度で呈示される真顔に対しては P3b，
低頻度で呈示される笑顔や悲しみ顔に対しては Novelty P3が惹起された可能
性が示唆された。Deviant P3や Novelty P3は逸脱刺激に対する注意捕捉を




















ュレーション仮説（embodied simulation theory）がある（e.g., Gallese,







Fadiga, Fogassi, Gallese, & Rizzolatti, 1992），共感性と関連することが報告
されている（e.g., Carr, Iacoboni, Dubeau, Mazziotta, & Lenzi, 2003 ; Gall-










分解能の高い fMRI などの指標を時間分解能の高い ERP などの指標と組み合
わせて使用することによってより具体的に検討する必要があると考える。
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